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新任教員として学んだこと
村井 俊之
．はじめに
私が教師になろうと思ったきっかけは高校三年生の時
である。大学入試のために毎日勉強をしていたが、成績
はあまり伸びず、非常に辛かった時期があった。その時
に、私のように苦悩している生徒の手助けをしたいとい
う思いで、高校の教員になろうと決意した。あらゆる教
科の中から地理歴史科を選んだ理由は、私は暗記するこ
とが得意で、暗記すると最も点数になる世界史が好き
だったからである。
大学に入り、教師になろうと決めていた私は、ボラン
ティアや勉強会などを通して、未熟なりにも授業のあり
方について考えるようになった。そして、高校生の時に
聞いていたはずの世界史の授業内容がほとんど思い出せ
ないことに気付いた。その原因は定かではないが、授業
中50分間聞いているだけだったことが、その一因ではな
いかと感じた。つまり、世界史の授業中に自分で何かを
考えた記憶がないことは要因としてあるだろう。
自分の高校生活をふりかえると、楽しかった記憶と自
分で考えて行動した時の記憶は思い出すことができる。
そう考えたとき、一斉授業のあり方に違和感が生まれ
た。授業中に生徒は聞くだけだと、あまり記憶に残らな
いではないかと思った。
私が目指す教師とは、生徒の活動を尊重することで、
高校生に自主性を育むことのできる教師である。そのた
めに、新任教師としてどういったことを取り組んできた
のか、以下で述べる。
．学校生活について
私は、兵庫県立柏原高等学校の生徒指導部に所属して
いる。生徒指導部とは生徒を厳しく指導し、一方的な指
導をする人たちの集団だと思っていたが、そういった様
子は本校にはない。むしろ、生徒指導部の教員は生徒と
の距離を極めて近くにとっており、生徒を強制的に指導
する分掌はないと分かった。
私は主に生徒会の運営と会計が担当である。生徒会
は、体育祭や文化祭や球技大会などの学校行事すべてに
関わるため、極めて大きな仕事である。プログラムの作
成から機材の設置などで、仕事が深夜まで続くことも少
なくない。その後、帰宅してから朝までに授業準備をし
て、早朝の時30分から始まる挨拶活動に行くとなると
かなりの体力が必要であることが分かるだろう。しか
し、学校行事を動かす生徒指導部は、40人クラスの担任
をもつ教員とは異なり、全校生徒と関わることが出来
る。そのため、ほとんどの生徒が、私のことを学期終
了までには覚えてくれていた。生徒と関係をもつことの
出来る人数という視点だけなら、生徒指導部はどの部署
にも負けないだろう。
「ホウ（報告）・レン（連絡）・ソウ（相談）」。働き始
めてから、この言葉の意味を痛感することが多い。その
理由は、新任教員として働き始めた私が、何を報告すれ
ば良いのかという判断基準をもっていないからである。
例えば「授業中にある生徒から反発されました」「ある
生徒が授業中に寝ていました」といったことを生徒指導
部の部長や教頭先生に報告すると「自分で解決しなさ
い」と返答されるだろう。なぜなら、次回の授業では改
善されることがあるからである。しかし、夏場に熱中症
の疑いがあり、保健室に行った生徒が「大丈夫です。大
事を取って、今日は帰ります」といった場合はどうだろ
うか。その後、先輩教員に、生徒の保護者に連絡をしな
かったことをひどく怒られた経験がある。私はその生徒
が
年生でリーダーシップをもった生徒だったため、安
心していたが、たしかに熱中症の疑いのある生徒を歩い
て帰宅させたことは、懸命な判断ではなかった。
本校に来て、最も学んでいることは、こういった教員
としてのルールである。私はこういった教員のルールを
いち早く身につけなくてはならないと感じている。起
案・企画等の内容構成力も必要だが、先輩からいろいろ
なことを学び、より早く本校に貢献できるようになりた
い。
．教科指導について
（）目指す授業
生徒が主体になった言語活動を取り入れたい。この思
いをもって教師になり、また現在も教科指導にあたって
いる。そこで本章では、「年生の世界史Ｂ」「
年生の
世界史Ｂ」「
年生の世界史Ａ」と分けて、言語活動の
実践例を紹介していき、最後に「ICT の活用」につい
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第21号／
村井俊之 初 校
― 95 ―
  Page 98 16/07/29 12:09
て述べる。
（
）年生の世界史Ｂにおける言語活動の充実に向け
た実践
学期の最初は、「私は班での活動に重点を置いた授
業を年間続けます」と宣言し、自己紹介を兼ねて授業
が始まった。しかし、年生は去年までの世界史Ｂを受
けていた生徒であり、講義式の授業形態に慣れてしまっ
ていた。「班になろう」「班のみんなで考えよう」と言い、
生徒の活動を待ってみたところで、何も話すことなく時
間だけが過ぎ去るということが多かった。私の教師とし
ての決意は、こんなに早くも崩れ去ってしてしまうのか
と苦悩した。
しかし、ある日の授業で10分ほど余ってしまった日が
あった。単なる思いつきではあったが、「班で相談して、
今日の授業を図でまとめてみましょう」と提案してみ
た。すると、生徒はこれ以上見たことがない程に楽しそ
うに話し、協力していた。また授業の内容についてお互
いに学び合う作業もしていた。それ以降、出来る限り授
業を40分で終えるようにし、最後に班で本時の流れを図
解する活動を取り入れるようにした。そして、各班の図
解を回収し、まとめて配るようにした。すると、「
班
のバラの絵、めっちゃ可愛いやん！」「班のバラ戦争、
分かりやすい！」というような声が聞こえた。すかさず
「では、今配布したバラ戦争の図解で、最も分かりやす
い班に挙手してください。最も挙手が多かった班を今日
のMVPとしましょう」と言ってみた。この挙手させる
ことの目的は、最も票を集めた班が喜んでくれるという
こともあったが、競争意識を刺激することによって、「次
こそMVPになろう」という思いを引き出せるのではな
いかと考えていた。そしてその思いから、授業を聞こう
という意欲を引き出せるのではないかと考えていた。
こうした実践から半年間以上が経ち、現在では図解す
る班活動だけでなく、語呂合わせを班で作ってみたり、
論述問題の解答を班で作ってみたりと、あらゆる角度か
ら班活動を試みた。そして授業評価のアンケートを回収
した結果、年生の68％の生徒がグループワークを高く
評価してくれた。次こそは、残りの32％の生徒も喜んで
くれるような授業にしていきたいと思う。
（）
年生の世界史Ｂにおける言語活動の充実に向け
た実践
本校の高校
年生にとって、世界史を学習することは
初めてだった。そのため、彼らにとって新鮮な科目で、
「世界史は班体型で授業をするもの」という印象を与え
やすかった。しかし難点が多かったのは、年生と異な
り世界史の基礎知識がなかったため、世界地図を全く理
解していない生徒が多かった。そのため、
年生に対し
ては世界地図を覚えさせることが極めて重要だった。
「班の全員が世界の国々の主な場所を答えられるように
なろう」という本時の目標を何度も掲げた時期があっ
た。その際に、生徒同士で協力することを促したのは、
班員同士で世界地図を確認し合ったり、問題を作ってみ
たりすることで、楽しく学ぶという目的もあったが、そ
れよりもクラスの人の理解が班員みんなの喜びになる
という班活動の最大のメリットを学期の間をかけて、
教えたかった。
しかし、高校生が飽きるのは実に早く、
学期に入る
と班活動が全く機能しない時期が訪れた。つまり、班活
動が単なるおしゃべりの時間になってしまったのだ。こ
こで「関係のない話をするな！授業中だろ！」と怒鳴っ
てしまえば、すぐに解決するのだが、そうなると
度と
班活動はうまくいかないだろうと感じていた。怒鳴られ
た生徒達が、次からは授業内容について話し合いをする
ようになることは想像できなかった。
そこで思いついたのが、リーダーを決めることだっ
た。各班に班長を決めてもらうようにし、各班の活動を
先導するように促した。すると今までの授業では見える
はずもなかったリーダーシップが、はっきりと見えるよ
うになっていった。「俺が発表するから、黒板に内容ま
とめてきてくれる？」「ここ、ちょっと分かりにくいか
ら先生に聞いてくるわ」といった発言が、各班から少し
ずつ出てくるようになった。もちろん、いまだに班活動
の話し合いが脱線することもあるが、少しずつ雰囲気が
変わっていったことも事実であった。そして何よりも、
分からないところは班長が私に言いに来てくれるため、
生徒が何を理解しにくいと感じているのか把握しやすく
なった。
こうした実践から半年間以上が経ち、授業評価のアン
ケートを回収した結果、
年生のほぼ全員の生徒がグ
ループワークを高く評価してくれたことに感銘を受け
た。自分が頑張ってきたことに、生徒が評価してくれる
ということは教師にとって最大の幸せであろう。今後
も、より良い言語活動が始まる授業になるように、教材
研究に邁進したいと思う。
（）
年生の世界史Ａにおける言語活動の充実に向け
た実践
世界史Ａという科目は、日本史Ｂを選択した生徒が対
象である。つまり、大学受験等で世界史Ａを必要とする
生徒はほとんどいないため、教科書を全て終えなくては
いけないという思いに縛られることなく、本当に伝えた
いことや育みたい力を厳選できる科目だと考えている。
そして、この世界史Ａでこそ、私の理想とする生徒主体
型の授業ができると思った。
生徒達が先生に依存することなく、自分の意志で勉強
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し、自分で調べて話し合うことで理解を深めていくよう
な授業にしていきたい。そこで、考えついたのが調べ学
習型の授業である。テスト範囲を各班で分担し、150分
かけて調べ、その後各班が15分ずつ発表していくといっ
た形態でおこなった。この際に、各班から授業用のプリ
ントと板書の代わりになるポスターの作成を義務付け
た。こうすることによって、各々の生徒に役割が生まれ
るため、自主的に行動するようになると考えていた。
授業が始まってみると効果は予想以上だった。今まで
の授業では居眠りをしていたような生徒が、急に私の前
に現れ「先生！これで合っていますかー？」と言いなが
ら、自分で内容を整理したノートを提示してきたのであ
る。見てみると、驚くほど完成されたノートで本当によ
く予習していることが分かった。そういった生徒は、日
に日に増えていき、「調べたいことがあるのでパソコン
を使いたいです」「発表の時にパワーポイント使いたい
です」という要望も増えていった。こういった要望は生
徒の勉強意欲の表れであり、教師としては何としてでも
応えなくてはいけないと思った。そのため情報科の先生
に協力を依頼してパソコン室を使えるようにしたり、図
書室の先生に依頼し図書室とその隣にある会議室を貸
切ったりもした。こうして回の調べ学習が終わった生
徒に授業プリントを提出させ、添削をして返却し、全班
の完成された授業プリント集が届くといった状況で各班
による発表が始まるようにした。
まさに完璧の授業だと思った。生徒が予習するように
なっただけでなく、生徒がお互いに分からないことを学
び合い、それでも分からないところは自ら調べに行くよ
うになった。そして何よりも生徒が授業中に笑顔でいる
ことが増えた。楽しく学ぶ・自ら学ぶといった自分の理
想の授業が完成したと思った。しかし、テスト後の授業
評価アンケートをとると意外にも酷評が多かった。「自
分で調べた範囲しか分からない」「授業が分かりにくく
なった」「一斉授業に戻しましょう」といった意見はク
ラスの90％を超えていた。今年最大の挫折と言って良
い。それほどの衝撃を受けた。そして、なによりも半年
以上もの間、生徒達の苦悩に気付かなかった自分の力量
の無さに愕然とした。
完璧な授業というものはない。常に生徒から話を聞
き、より良いものを作り上げていかなくてはいけない。
そういった初歩的なことに気付かされた授業実践であっ
た。
（	）ICTの活用について
ICT と は 「Information and Communication
Technology」の略称で、学校教育においても導入でき
るように検討されている道具である。平成18，19年度に
実施された文部科学省委託事業による調査研究によれ
ば、ICT を活用して授業を行った教員の98.0％が生徒
の「関心・意欲・態度」の観点において効果を認めてい
たことが報告されている。また児童生徒に対する調査に
よれば、ICT を活用した授業の方がテストの結果は高
かったと報告されている。近年では、プロジェクターや
電子黒板などが注目されているが、従来から使用されて
いたビデオやテレビなども ICTのつである。
私が本校で教科指導にあたるようになってから、黒板
をほとんど使わず、板書の内容を全てスクリーンに映し
出すようにしている。理由は教員が板書をしている時間
を削減することで、その余った時間を言語活動にあてた
いと思ったからである。そのため教材準備には、かなり
時間がかかるようになったが「私が板書をしている間、
生徒は何をしているのだろうか」という不安もなくな
り、常に生徒の顔を見ながら教科指導にあたれるように
なった。つまり ICT を活用するようになってから、生
徒の様子が見やすくなったのである。この利点は、新任
教員の私にとって、極めて大きな意味をもつと考えてい
る。
また、プロジェクターによって多種の教材を使えるよ
うになった。今までは、気になった新聞などの資料は切
り抜きしてコピーして全員に配布していたが、そういっ
た内容もあらかじめ準備しておけば、コピーする手間を
省けるとともに、白黒ではなくカラーが入ったものを生
徒に見せられるようになった。また、世界地図を板書す
る必要がなくなり、スクリーンに世界地図を映し出すこ
とで正確な世界地図を伝えられるようになったことも大
きな利点である。このような利点から、ICT はどんど
ん活用していくべきだということを強く述べたい。
．部活動の指導について
本校には、私の専門の柔道部がなかったため、陸上競
技部の指導にあたっている。私は陸上競技をしたことは
なく、技術指導をする自信は全くなかった。しかし、部
員数は70名程の大所帯であり、顧問の先生は人体制
で、陸上競技を専門としている顧問の教員もいたので、
私の部活動における主な仕事は、バスの手配や会計関係
のものが多かった。そのような状況で、私が生徒と接す
る時に意識していることを以下で述べる。
部活動は生徒が主役である。これは、部活動指導にお
ける最大の特徴だと考えている。文科省による運動部に
関する調査報告（2013）では、部活動の学校教育におけ
る位置付け、意義、役割等について「適切な指導方法や
コミュニケーションの充実等により、生徒の意欲や自主
的、自発的な活動を促しましょう」と述べられており、
部活動を指導する際は、生徒が主体となった活動になる
ように図る必要性がある。そのため、本校の陸上競技部
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第21号／
村井俊之 初 校
― 97 ―
  Page 100 16/07/29 12:09
は、練習メニューを生徒が決める日も少なくない。
そういった生徒の主体的な活動を促すために、私が生
徒と会話する際には出来る限り、私が話をするのではな
く生徒から聞くようにしている。教員がどんどん指示し
てしまうと、生徒は教員の指示に頼ってしまうようにな
り、自分で考えることがなくなってしまうだろう。それ
を回避するためにも、出来る限り指示するのではなく、
生徒自身に考えさせたい。つまり、部活動では「練習は
どうだった？」「何が良かったの？」「何が悪かったの？」
「次はどうするの？」というような質問を多用すること
で、生徒自身に考えさせることを意識していた。そうす
ることで、「今回はこうだった」「次はこうしよう」とい
うようにして、自分で考えるようになり、生徒の主体的
な活動を促す一因となれるのではないかと考えている。
そういったことを意識し始めたとき、練習の様子をビ
デオで撮影するということを考えついた。ある生徒は、
練習の様子をビデオに撮ってもらうと「下半身が上下し
ている」「腕が伸びきっていない」と反省をひとりでに
言い始めただけでなく、周囲の生徒も次第に意見するよ
うになり、非常に活発な会話がうまれた。その後、「前
のビデオは残っていますか？」と聞く生徒もうまれ、自
分の状態が変化した原因を探ろうとする生徒も増えてき
た。練習の様子をビデオで撮ったことは、生徒に自分で
考えさせる方法として、意義ある工夫だったと思う。
試合や記録会が多くなった時期からは、目標を聞くよ
うにしていた。目標も同じで、生徒に決めさせるように
したい。そこで、試合ごとに「次の目標は○○だ」とい
う表を作成し、部員人人に目標を聞き取り調査し
た。私が予想していた以上に、生徒達の意識は高く、目
標をしっかりと意識しているとともに、その達成のため
の取組みもしっかりと考えていた。例えば「次こそは円
盤投げで近畿大会に行きます。そのためにターンを練習
して、後
メートル飛ばします。」というようなものが
あった。
こうして完成した「次の目標は○○だ」表をＡに拡
大し、陸上競技部の練習場所の壁に貼り付けて、生徒同
士でお互いに目標を知ってもらうようにした。こうし
て、お互いに意識の高さを見せ合うことを覚えた部員達
が、練習後に簡単なミーティングをするようになり、「今
日の練習中はダメだった。これではあまい。次につなげ
よう」というようなことをお互いに言い合うようになる
までは、そう長くなかった。
．最後に
この年間で、私は何よりも、謙虚でいることの大切
さを学んだ。もちろん、自信をもつことは大切だが、私
の場合は自信過剰で先輩教員の話を聞いていないことが
多かったと反省している。その結果、多くのミスをして
しまっただけでなく、先輩教員のフォローに対しても、
平謝りだったことが多かった。
次の年間は周囲の人に感謝できる人間になりたい。
これはある種の決意表明でもある。新任年目にもかか
わらず自信過剰だった私を見放さず、しっかりと育てて
くださった本校の先輩方に感謝できるようになり、来年
度は先輩教員により感謝するとともに、
年目の教員と
してしっかりと後輩を育て、本校に少しでも貢献できる
ように取り組みたいと思う。
また最後にはなりましたが、新任の教員代表としてこ
のような文章を書き、この年間をふりかえる機会を与
えていただいきましたことに、この場をお借りして御礼
を申し上げます。ありがとうございました。
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